
NITS・弘前⼤学教⼤学院コラボ研修

充実期研修

・この研修をスタートした春の自分は、学校での自分の立
場「研修 主任」としての役目を果たすだけでは足りない、
学校を支えるリー ダーとして組織を動かすところまでいか
なければいけない、でも、 自信がない、という気持ちでした。
この研修で、講義・コンサルを してくださった弘前大学の
先生方、そして他校種の先生方と話すこ とで、とにかくやっ
てみよう、ダメだったら修正してまたやってみ ようという「折
れない心」が知らないうちに身に付いたかもしれませ ん。
このアクション・プランでの成果は、満足のいくものでした。
これからも続けていきます。（小学校）

・４月の職員会議でアクション・プランを 先生方に説明し、
全体でゴールのイメージ を共有して実際に実行しました。
はじめは 先生方が動いてくれるかどうか不安でした が、動
き出すと段々と研修の輪が広がって いき、目に見えて雰囲
気が変わってきまし た。この研修を通して、「ミドルリーダー
と して実際に組織を動かせるのだ」という経験 をしました。
（中学校）

 令和3年度より青森県教育委員会と共催。
 校長に推薦された30代後半から40代の公

立学校教諭（校種を問わない）対象。
 4月～11月実施。集合研修2日＋オンライン

で多忙なミドルリーダー世代が無理なく受講。
 教職大学院教員のコンサルテーションを受け

ながら、勤務校の改善に繋がるアクション・プ
ランを立案・実施。最新の教育事情も学ぶ。
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